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1緒 言

抑 々分 子 の大 き さ と形 は 高分 子 物 質 の 性 質 を支 配 す る重 要 な物 理 化 学 的 の 特性 で あ り,

これ を決 定 す る こ とは そ の物 質 の本 質 を理 解 す るた め に極 め て重 要 な こ とで あ る。 多 糖 類

が 植 物体 内 で もって い る さま ざ まの 生 理 学 的 な意 義 や 目的 に と って,こ れ らの物 理 化 学 的

な特 性 が大 きな役 割 を演 ず る こ とは疑 い な い こ とで あ り,叉 多糖 類 の分 子 構 造 論 的 な研 究

に と って も,分 子 量,形 状 の知 識 は有 用 で あ るの で あ る。 著 者 は 前報1)に お い て,本 邦 産

落 葉 松(L.KampferiSarg.)の 心 材 辺 材 別 の 温 水 抽 出 ガ ラ クeン の性 状 に つ いて は,蔵

然 た る差 異 が 見 られ,心 材 ガ ラ クタ ン は沈 降 定 数4.0～4.2×10'i3(cm/s㏄.)の もの と沈 降

定 数4.8～5.1×10-13(cm/sec.)の もの との2種 成 分 が4:1の 割 合 で存 在 し,そ の 平 均 分 子

量 は2～3万 程 度 の従 来 所 謂 ε一ガ ラ ク タ ン と呼 称 され て い るア ラボガラクタン で あ るが,

辺 材ガラクタン は沈 降 定 数1.1×10-13(cm/sec.)の もの だ け か ら成 る平 均 分 子 量4～6千 程

度 の1新 ア ラ ボ ガ ラ クタ ンで あ って,所 謂 ε一 ガ ラ ク ・s・ンで は な い こ とを報 告 した。 而 し

て 前報 にお い て は落 葉 松 心 材 辺 材 別抽 出ガラクタン の概 略 の 平均 分 子 量 を知 る 目的 で,そ

の沈 降 定 数,拡 散 定 数 等 を あ る一 つ の 濃 度(1%)で 測 定 した数 値(前 第7報 第8,9図 に

み られ る よ うに,本ガラクタン は そ の 濃 度 依 存 性 が 大 きい もの で な い ら しい との 予 想 は,



その拡散曲線はSkewcurveと は考えられず,略 々左右対称形になっていることか ら判

断され る)か ら算出した ものであった。元来沈降 一拡散の組合せによる分子量測定の場合

には,あ るい くつかの濃度における沈降定数(St),拡 散定数(D)を 測定し,濃 度零に外挿

した値を以て,該 物質の沈降定数,拡 散定数(本 定数 も沈降定数 と同じく濃度により影響

を うけ稀薄溶液においては,D=Do(1+k.C)な る直線図形が成立するが,0・5%以 下の稀

薄溶液でDを 実測し信頼 し得 る値を うることは実験的に極めて困難であるので一般には

ある濃度のDか ら数式的にDoを 求 められている)と するのが妥当である。

II落 葉 松 ガ ラク タ ンの 沈 降 定 数 の 再 測 定

(落 葉 松 ガ ラ ク タ ンの 沈 降 定 数 の 変 化)

依 って その 後(約2年 後)更 に い くつ か の 濃 度 に つ い て濃 度 依 存 性 を 除去 した沈 降 定 数

を測 定 す るた め,再 度SpincoModelE.に よ って,前 記 心 材 ガ ラ クダ ンmの0.5,1,2,4

%溶 液 に つ い て夫 々そ の沈 降 定 数 の 測 定 を行 っ た と ころ,第1表 第3番 目及 び5番 目 の欄,

第1表 心 材 ガラクタン(42年 生)の 沈降定数

(第1～5図)

第2表 辺材ガ ラク タン(42年 生)の 沈降定数

(第6～7図)

第1～5図 及 び第2表 上 欄 第6図 に示 す よ うに,前 報 の場 合 と同一 濃 度(1%)の 溶 液 につ い

て は,心 材ガラクタン の2種 成分 の4.0～4.2×10-13(cm/sec.),4.8～5.1×10-13(cm/sec.)

の ものが,た だ た ん に1種 成分 の沈 降 定 数4.0～4.1×-13(cm/sec.)の もの だ け か ら成 り,

而 し て辺 材ガラクタン の1%溶 液 に つ い て そ の沈 降 定 数 を測 定 し た と ころ,辺 材 ガ ラ ク ク

ンの方 は,逆 に そ の沈 降 定 数 が0.7×10'13(cm/sec.)の もの と3.7×10-13(cm/sec.)の もの

との2種 成分(第2表 上 欄 参 照)が3:1(第7表 上 欄)に 混 合 分 布 し た もの と して現 わ れ,

前 回 と全 く対 蹴 的 な 様 相 を示 す結 果 を得 た の で あ る 。



第1'歯42年 生心材 ガラクタンⅢ(4%)



第4図 同 上(0・5%)

第5図42年 隼心 材 ガ ラク タ ンIV(1%)



第6図42年 生 辺 材 ガ ラク タン(12,1956測 定)

第7図42年 生 辺 材 ガ ラ ク タン(11,1957測 定)



Ⅲ 落葉松ガラクタンの沈降定数の濃度依存性について

沈降定魏 ついては,S-、 転 。なる実験式か ら ・/Sと ・ との間には直線的 関係の

あ る こ とが知 られ て い るの で,前 第1表 最 右 列 の数 値 及 び第8図 に示 す よ うに,心 材 ガ ラ

クク ン 皿(42年 生)の 抽 出 後,乾 燥 器(塩 化 石 灰 使 用)中 に更 に2年 以 上 放 置 した 時 期 に

お け る濃 度 依 存 性 を排 除 した 沈 降 定 数 は5.3×10-13(cm/sec.)と 推 定 され るが,辺 材 ガ ラ ク

タ ンに つ い て は そ の1は 全 部 試 料 とし て消 費 され,Irの 方 は残 り極 め て 少 量 の た め,や む

を得 ず これ を行 わ なか っ た。

第8図

IV光 散 乱 法 に よ る落 葉 松 ガラ ク タ ンの分 子 量 の測 定 につ い て

近 年光 散 乱(LightScattering)法 に よ る高 分 子 物 質 の分 子 量 の測 定 が理 論 に お い て も

実 験 技 術 に お い て も今 日尚著 し く発 展 しつ つ あ って,蛋 白質 以 外 の核 酸 や鎖 状 高 分 子 な ど

の 研 究 に も非 常 に 有 力 な もの とな っ て い る。 該 法 に よ る多糖 類 の分 子 量 の測 定 は未 だ比 較

的 に行 わ れ る こ とが 少い が,分 子 量 測 定 の有 力 な る物 理 的方 法 と して認 め られ,電 磁 気 学

に基 い た分 子 量 の絶 対 的 測 定 法(少 く と も小 粒 子 の稀 薄 溶 液 に 関 して)と され,従 来 の滲

透 圧 法 に か わ って 高 分 子 分 子 量 の標 準 測 定 法 とな る こ とが 期 待 され る状勢 に あ る。依 って

著 者 は 落葉 松 心 材辺 材 別 抽 出 ガ ラ クタ ン の分子 量 を本 法 に よ って測 定 した 。 即 ち試 料 は前

報 の場 合 の 心 材 ガ ラ ク タ ン皿,辺 材ガラクタン ∬ で,測 定 まで の期 間塩 化 石 灰乾 燥 器 中 に

保 存 し,約2年 半経 過 した もの で あ る。 而 してBricePhoenixLightScatteringPhoto-

meter3)を 用 い,屈 折 率 増 加 率 の測 定 に はPhoenixDifferentialRefractometer4)を 使

用 した 。散 乱 強 度 と重 量 平 均 分 子 量 との 間 に は,



但 し

τ:濁 り度(Turbidity)

τ=比 ×n2×1.066×1.117×O.0546

比 一 讐 繍xF(T・an・mittance)

威=溶 液 の τ一 溶 媒 の τ

n:屈 折 率(Refluxindex)

物:溶 媒 の 屈 折 率

c:濃 度(9/ml)

λ:入 射 光 の 波長(cm)

2V:Avogadro数

M:散 乱粒 子 の 分 子 量

B:Van'tHoff滲 透 圧 式 の もの と同 じ

その 結 果 は第3表(裡 η,第9図 の よ うに な っ た。 即 ち前 第7報 の 結 果 と著 し く相 違 す る

結 果 が 現 われ,心 材 ガ ラ ク タ ン も辺 材 ガ ラ ク タ ン も大 体 同 程 度 の 平 均 分 子 量(心 材 ガ ラ ク

ク ン88.000,辺 材 ガ ラ クタ ン94.000)で あ り,却 っ て辺 材ガラクタン の方 が心 材 ガ ラ ク ク

ンよ り若 干 大 な る分 子 量 の もの とな って い る。

第3表 イ 光 散 乱 に よ る 測 定(第9図)

心材 ガラクタンⅢ(42年 生)

第3表 ロ 光 散 乱 に よ る 測 定(第9図)

辺材 ガラクタンⅡ(42年 生)

正「==3.047×10-6dn/db=0げ150



第9図

V落 葉松材幹よりのガラクタンの抽出時期と抽出后の経過

時間とがガラクタンの沈降定数に及ぼす影響について

この種落葉松心材辺材別のガラクタン がその樹令の相違によって如何なる性状の差異 を

現わす ものであるかの知見を得 るため,著 者が一般に心材辺材別の極めて明らかである落

葉松の木材普通成分を心材辺材別に分けた木材成分差の一連の研究に対 し,そ の資料 とし

て既に1949年2月 伐採 され本学に送 られていた もので,長 さ約1mに 玉切 り剥皮後丸太

材のまま1956年4月 まで室内放置 してあった樹令19年 直径約4寸 心材辺材部の割合がほ

ぼ等量の ものを夫 々鋸屑として温水抽出によって調製 した心材辺材別のガラクタン(心 材

第4表 落 葉 松 ガ ラ ク タン の沈 降 定数(第10.12.13図)

第5表 痢 元素分析(19年 生落葉松 ガラクタン)



第5表 ロ 落葉松 ガラクタンの実験式

第6表 曾)光 散乱によ る測定(第11図)

心 材ガ ラクタンV(19年 生)

第6表 ロ 光散乱 に よる測定(第11図)

辺材 ガ ラクタンⅢ(19年 生)

第7表 濃 度 比 の 測 定

方 眼 紙1cm2=9.6mg



ガラクタンV,辺 材ガラクタン皿)に ついて,そ の沈降定数を測定した 結果は,第4表 上

欄,第10図 に示す通 りである。尚本ガラクタンの元素分析の結果は,第5表(イ1回 に示 し

た通 りである。叉本幼令樹よりの心材辺材別ガラクタン の光散乱法による平均分子量は第

第11図

6表(i,1(u),第11図 の如 くである。 更に叉1949年 に旭川営林局神楽署 より上記資材 と共

に本学に送 られていた65年 生老令樹(辺 材部は極めて少 く,殆 ど心材部で丸太材のまま

室内放置)を 心材辺材別に抽出精製したガラクタンの1%溶 液について測定 した沈降定数

を表示すれば,第4表 下の欄第13図 の如 くである。而して19年 生落葉松の心材辺材別抽

出ガラク,s・ンについて抽出測定後約1年 間乾燥器申に保存 して再びその沈降定数を測定 し

た結果は,第4表 中の欄第12図 の如 くであった。

以上 を通覧して間伐材程度の落葉松の幼令樹よ り心材辺材別に抽出した水溶性ガラクク

ンの沈降定数は,心材 ガラクタン辺材ガラクeン ともに1種 の成分よりな り,略々同程度の

沈降定数の もので,心 材辺材間に顕著な相違は全 くみられない。 このことは大体65年 生

の老令樹のガラクタン について も同様で殆 ど差異はみ られない。然 るに幼令樹ガラクタン

の光散乱法による平均分子量は心材辺材別ガラクタン の間ではかな りの偏差が生 じ,辺 材

ガラクyン の方が心材ガラクタンより著 しく大 きい ものとな り,叉 この数値は老令樹(42

年生)よ り抽出したガラクタンより著 しく大で,心 材では2倍,辺 材では3倍 強の大 きな

分子量であることになる。

VI考 察

著者は前報において,本 邦産落葉松心材辺材別抽出ガラクタンについては,その心材 ガラ

ククンは2種 の沈降定数4.1×10'"i3(cm/sec.)と4.9×10-13(cm/sec.)の ものが4:1の 割



第10図19年 生 落 葉松 ガ ラ ク タ ン(12.1956測 定)

心 材 ガ ラ ク タ ン

辺 材 ガ ラ ク タン



第12図19年 生 落 葉 松 ガ ラク タン(11・1957測 定)

心 材 ガ ラ ク タ ン

辺 材 ガ ラ ク タン



第13図65年 生 落 葉松 ガ ラ クタ ン(11.1957測 定)

心 材 ガ ラ ク タ ン

辺 材 ガ ラ ク タ ン

合 で 成 立 し,そ の 平 均 分 子 量 は2～3万 程 度 の もので あ り,辺 材 ガ ラ ク タ ンは1.1×10-13

(cm/sec.)の もの だ け か ら成 る平均 分 子 量5千 程 度 の 比 較 的 に小 さい分 子 量 の もので あ る

こ とを,あ る1つ の濃 度(1%)の 溶 液 に つ い て そ の沈 降 定 数 を測 定 した 結 果 か ら,概 略

の 平 均 分 子 量 を推 定 して い た ので あ るが(拡 散 曲線 が殆 ど左 右対 称型 で あ り,又 ア メ リカ

西 部 落 葉 松 心 材 辺 材 別 ガ ラ グ タ ンの沈 降 定 数 と略 々同 じ数値 で その 軌 を1に して い る こ と

等 を理 由 に),そ の後 本 ガ ラ クタ ンの濃 度 依 存 性 を排 除 した沈 降 定 数 を決 定 し,一 方 拡 散 定

数 は これ を数 式 的 に濃 度 零 に外 挿 した値 を以 て,よ り一 層真 に 近 い 平 均 分 子 量 を計 出 した

い とい う目的 で,前 報 の実 験 よ り更 に約2年 を経 て,そ れ まで 塩 化 石 灰 乾 燥 器 中 に保 存 し

て い た 心材 ガ ラ ク タ ン及 び辺 材 ガ ラ クタ ンに つ い て再 度 そ の沈 降定 数 を測 定 して み た。 然

るに 心 材 ガ ラ ク タ ンの2種 成分 の もの は た だ1種 の沈 降 定 数4.1×10-13(cm!sec.)の もの

だ け か らな り,却 っ て辺 材 ガ ラ ク/7ン の方 が0.7×10-13(cm/sec,)の もの と3.7×10-13

附 表 沈 降 定 数 の 変 化

心材 ガラクタン 辺材 ガラクタン



(cm/sec.)の2種 成分 の もの とが 約3:1の 割合 で 成立 して い る こ とに な る結 果 を得 て,再

現 性(附 表 参 照)の な い,つ ま り変 化 し易 い もの で あ る とい う こ とを知 った の で あ る。 従

って 拡 散 定 数 もこれ を2年 前 の試 料 に つ い て測 定 した 数 値 を もとに し て濃 度 零 の時 の拡 散

定 数 を 数 式 的 に計 出 して も意 味 が な く,新 た に測 定 す べ きで あ る,依 っ て最 近 著 し く発 展

した 光 散 乱 法 に よ って そ の 平均 分 子 量 を測 定 し た と ころ,心 材 ガ ラ クタ ンは88・000・ 辺 材

ガ ラ クタ ンは64.000と な って,前 報 の結 果 と著 し く異 な る値 を得 た の で あ る。

そ の ご新 た に19年 生 の幼 令 樹 材(伐 採 後 約10年 間 室 内放 置 して い た もの)よ り抽 出 し

たガラクタン に つ い て,先 づ そ の元 素 分 析 を行 っ た結 果 は,心 材 ガ ラ ク タ ン も辺 材 ガ ラ クタ

ン も従 来 所 謂 ε一 ガ ラ クタ ン と呼 称 され て い るア ラ ボ ガ ラ クタ ンで あ る こ と,換 言 す れ ば,

辺 材 ガ ラ ク タ ンは所 謂 ε一 ガ ラ ク タ ン とは称 え られ な い もの で あ る とい う前報 の場 合 の 辺

材 ガ ラ ク タ ンの 内容 とは異 な る結 果を み た ので あ る。 叉 そ の沈 降 定 数(St)は 心 材,辺 材 両

ガ ラ ク タ ン と もに3.6×10-13(cm/sec)の もの1種 成分 よ りな る ε一 ガ ラ クタ ンで あ るが,

その 平 均 分 子 量 は,光 散 乱 法 に よれ ば,心 材 ガ ラ ク タ ン16万,辺 材 ガ ラ ク タ ン29万 とい

う前 報 の42年 生 落 葉 松 ガ ラ ク タ ンの それ に比 し著 し く大 きい こ と をみ た 。 尚65年 生 老 令

樹 落 葉 松 材 の長 期(約10年)気 乾 した もの よ り抽 出 しtaガ ラ クタ ン の沈 降 定 数 は ・ 心 材辺

材 ガ ラ ク タ ン夫 々4.1×10-13(cm/sec.),3.9x10-13(cm/sec.)で 略 々同程 度 で あ り・42年 生

落 葉 松 ガ ラ ク タ ンの抽 出後 約2年 乾 燥 器 中で 保 存 して い た もの の沈 降 定 数 と大 体 同一 程 度

を示 して い る。 叉19年 生 幼 令 樹 よ り抽 出 した心 材 辺 材 別 ガ ラ クタ ン を乾 燥 器 中 に保 存 す

る こ と約1年 後 の沈 降 定 数 は,夫 々心材 ガ ラ ク タ ン4.2×10-1(cm/sec・)・ 辺 材 ガ ラ クタ ン

3.9×10-13(cm/sec.)で1年 前(抽 出 直後)の 値 よ り,若 干 大 な る もの とな っ て い る・

以 上 要 す る に,42年 生 落 葉 松 心 材 辺 材 別 抽 出 ガ ラ クタ ンの如 く,そ の抽 出後 の保 存 期

間(約2.5年)中 に,そ の沈 降 定 数 の様 相 が全 く一 変 して い る こ と は誠 に注 目す べ き事 実 で

あ るが,こ れ は長 期 閤 中 に ガ ラ クタ ン分 子 の溶 解 状 態 に変 化 が 惹 起 され るた めで,或 は あ

る規 則 性 に支 配 され て い るの か もしれ な い 。 而 して42年 生 落葉 松 のガラクタン の平 均 分

子 量 に つ い て は,抽 出後 の比 較 的 直後 の沈 降 一 拡 散 の 組 合 せ に よ る場 合 と抽 出後 相 当長 期

(2年 半)保 存 した後 の光 散 乱 法 に よ る場 合 とで は,著 しい 相 違 が あ り,こ れ は 只 た ん に 実 験

上 の誤 差 に基 因 す る もの だ と とは云 え な い ので は な い か と考 え られ,寧 ろ本 多糖 類 は そ の

抽 出後 の保 存 中 に極 めて 微 妙 な物 理 化 学 的 の性 質 の変 化 が惹 起 され て い るが た め の差 異 と

考 え る 乙 との方 が 妥 当 で あ ろ う。

因 み に本 心材 ガ ラ ク タ ン の抽 出後 の保 存 時 闇 約2年 経 過 した頃 の 濃 度 依 存 性 を 除 い た

(真 の)沈 降 定 数 は,凡 そ5.3×10-13(cm/sec.)の よ うで あ る。 辺 材 ガ ラ ク タ ン(42年 生)

の抽 出後 約2.5年 保 存 した場 合 の沈 降 定 数 は,O.7×10-13(cm/sec.)の もの と3.7×10-i3

(cm/sec.)の もの との2種 成分 が あ り,そ の 濃 度 比 は3:1で あ るが,本 ガ ラ ク タ ンを更 に

一 年 間乾 燥器 中 に保 存 し た場 合 の沈 降 定 数 は,1.2×1.〇-13(cm/sec.)の もの と4.0×10-13

(cm/sec.)の もの と2種 成分 で あ り,そ の 濃 度 比 は2:1(第7表 下 欄)と 変 化 して い る こ

と も注 目す べ きで あ ろ う。(附 表 沈 降 定 数 の 変 化 を参 照 の こ と)叉 落 葉 松 材 を丸 太 の ま ま

長 期 気 乾 す る こ と もこの種 ガ ラク タ ンの斯 る物 理 化 学 的 性 質 の変 化 に微 妙 な る影 響 を及 ぼ

し て い る もの と考 え られ る。 嘗 て 著 者 が 邦 産 落 葉 松(樹 脂 材)の 亜 硫 酸 法 蒸 解 の難 易 に 関

す る研 究(別 題 落 葉 松 の 黒 煮 現 象 に つ い て5))に お いて,落 葉 松 心 材 辺 材(鋸 屑)別 の亜 硫



酸法蒸解初期段階5)即 ち60分 で110'℃ に達した頃の心材辺材別木材普通成分中の各種多

糖類就中ガラクタンの溶出状態の差異及び1年 間の気乾によるこの種糖類の溶出状態の差

異の変化6)等 と併察する時,落 葉松ガラクタンはその生材中に存在するがままの時 とこれ

を材幹のまま放置(気 乾((seasoning)),鋸 屑として放置すれば更に急速なる気乾である)

叉は抽出精製後の保存中に微妙な物理化学的性質の変化を生ず るものであることは,本 実

験の結果 もこれを裏付けするものであるといえる。

VII摘 要

i)著 者 は前 報 にお い て,邦 産 落 葉 松(L.KaemPferiSarg.42年 生)ガ ラ クタ ンの沈

降 定 数(1%溶 液)に つ い て は,そ の抽 出後 の比 較 的 は や い 時 期 に お い て は,心 材 ガ ラ ク

cs'ンは4・1×10-13(cm/sec.)の もの と4.9×10-13(cm/sec .)の もの との2種 成分 が4:1の 割

合 で 成 立 し,そ の辺 材 ガ ラ クs・ンは,1.1×10-13(cm/sec.)の もの の み か ら成 る もので あ る こ

と を報 告 し たが,本ガラクタン を抽 出 後 約2.5年 間 塩 化 石 灰 使 用 乾 燥 器 中 に 保 存 後 再 度 そ

の沈 降 定 数 を測 定 し た結 果 は,心 材 ガ ラ クタ ンは た だ1種 の沈 降 定 数4.1×10-13(cm/sec.)

の もの の み か ら成 り,却 っ て辺 材 ガ ラ クタ ンの方 が沈 降 定 数0.7×10-13(cm/sec .)の もの

と3・7×10-13(cm/sec・)の もの の2種 成 分 が3:1の 割 合 で 成 立 して い る こ と を知 っ た。 而

して 更 に約1年 間保 存 して その 沈 降 定 数 を測 定 した と ころ,心 材 ガ ラ ク タ ン は4.3×10-13

(cm/sec.)の もの1種 成分 よ り成 り,辺 材 ガ ラ ク、タ ンは1.2×10-13(cm/s㏄.)の もの と4.0

×10-13(cm/sec.)の もの との2種 成 分 が2:1の 濃 度 比 で 成立 して い る こ とを み た
。 換 言

す れ ば,本 ガ ラ クタ ンの沈 降 定 数 と その 成 分 濃 度 比 は抽 出後 の保 存 中 に変 化 し,再 現 性 の

少 な い もの で あ る こ とを知 った。 叉 本 落 葉 松 ガ ラ グ タ ン の平 均 分 子 量 は,抽 出後 の比 較 的

はや い時 期 にお い て,沈 降 一 拡 散 の組 合 せ に よ った 場 合(前 報)は,心 材 ガ ラ クタ ン2～3

万,辺 材 ガ ラ ク ・eン5千 と計 出 され て い た の に対 し,抽 出 後 保 存2年 位 の 時 期 にお い て は,

光 散 乱 法 に よ る場 合,心 材 ガ ラ ク 、タン88.000,辺 材 ガ ラ ク タ ン94.000と 計 出 され た 。 叉

本 ガ ラ ク ・s'ンの抽 出後 保 存 約2.5年 後 に お け る濃 度 依 存 性 を除 い た沈 降 定 数 は,凡 そ5.3

×10-13(cm/sec.)で あ る こ とを示 した 。

ii)邦 産 落 葉 松(19年 生 幼 令 樹)を 剥 皮 後 丸 太 材 の ま ま約8年 間室 内 放 置 し て い た もの

か ら,心 材 辺 材 別 ガ ラ ク タ ン を抽 出 して そ の沈 降 定 数 を測 定 した結 果 は,心 材 ,辺 材 ガ ラ ク

タ ン何 れ も3.6×10-13(cm/sec.)の もの1種 成分 よ りな る こ と及 び そ の 平均 分 子 量 は光 散

乱 法 に よれ ば,心 材 ガ ラ クタ ン172.000,辺 材 ガ ラ ク タ ン294.000と な り前 記42年 生老 令

樹 の もの よ り可 な り著 し く大 で あ り,辺 材 ガ ラ ク タ ン は特 に大 きい もの で あ る こ とをみ た 。

叉 こ の種 ガ ラ クタ ン を1年 間保 存 し て後 再 度 そ の沈 降 定 数 を測 定 した と ころ,心 材 ガ ラ ク

タ ン4・2×10-13(cm/sec.),辺 材 ガ ラ クタ ン3.9×10-13(cm/sec.)と な り,大 体 心 辺 も辺 材

も同一 程 度 の もので あ るが,1年 前 よ りは明 らか に大 とな って い る こ とをみ た 。 而 して本

幼 令樹 ガ ラ ク タ ンは,そ の元 素 分 子 の結 果 か らい え ば,心 材 辺 材 ガ ラ クタ ンと もに 従 来 の

所 謂 ε一 ガ ラ クタ ンで あ る こ とに な り,前 記 老 令 樹 辺 材 ガ ラ クタ ン が ε一 ガ ラ ク タ ンで は

な く1新 ア ラボ ガ ラ クタ ンで あ った こ と と対 比 す れ ば,全 く逆 の事 実 とな って い る こ とを

知 く,た。

iii)邦 産 落 葉 松(65年 生,丸 太 材 の ま ま剥 皮 後 室 内 放 置 約10年 経 過 した もの)の 心 材 辺

材 別 抽 出 ガ ラ ク タ ンの沈 降 定 数 は,心 材 ガ ラ ク二タ ン3.9×10-i3(cm/sec.),辺 材ガラクタン



4.0×10-13(cm/sec.)の もの の1種 成 分 か ら,夫 々成 って い て,前 記 幼 令 樹 ガ ラク タ ン と略

々そ の 軌 を1に して い る こ とを み た。

末 尾 乍 ら,本 実 験 にお い て光 散 乱 の測 定 で 援 助 を いた だ い た本 学 蚕 糸 化 学 教 室 林 勝 哉 学

士及 び 超 遠 心 の 測 定 で 助 力 を い た だ い た 同教 室 渋 谷 勲 学 士 に対 し謝 意 を表 して欄 筆 す る。
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  STUDIES ON THE WOOD FORMING CONSTITUENTS IN THE 

         HEART WOOD AND THE SAP WOOD (IX) 

  The comparison between the Galactan in the Heart Wood and that 

         in the Sap Wood of Larix Kaempferi Sarg. (2) 

                     Tsuneki WATANABE 

 (Résumé) 

   In the previous (7th) report, it was stated that there were distinct differences 

of the chemical and physical properties between the galactan in the heart wood 

and that in the sap wood of L. Kaempferi Sarg. in Japan (Hokkaido), that is, 

the galactan in the heart wood consisted of two components with the sedimenta

tion velocity constants of 4.0-4.2 x 10-13 (cm/sec.) and 4.8-5.1 x 10-13 (cm/sec.), the 

ratio of the two components being four to one, and that in the sap wood con

sisted of one compent with the sedimentation velocity constant of :_1.1 x 10-13 

(cm/ssc.). 
   After about two years, the measurement was made again with the same 

galactans in the heart wood and in the sap wood that had been held for about 
two years in the descicator in the author's laboratory, by the ultracentrifugal 

method, and with some new galactans in the heart wood and in the sap wood 

of L. Kaempferi Sar. with 19 year rings and 65 year rings respectively by the 

ultracentrifugal method and the light scattering method. 

   The following are known from the investigations. 

(i) The galactan in the sap wood consisted of two components with the sedi
     mentation velocity constants of 0.7 x 10-1s (cm/sec.) and 3.7 x 10-13 (cm/sec.), 

     the ratio of the two components being three to one, and the galactan in 

     the heart wood had only one component with the sedimentation velocity 

     constant of 4.1 x 10-13 (cm/sec.). After another year, the galactan in the 

     sap wood consisted of two components with the sedimentation velocity 

     constants of 1.2 x 10-13 (cm/sec.) and 4.0 x 10-1s (cm/sec.), the ratio of the two 

     components being two to one and that in the heart wood had only one 

     component with the sedimentation velocity constant of 4.3 x 10-13 (cm/sec.). 

     After about two years of preservation after extraction, the mean molecular 

     weight of the galactan in the heart wood (42 year rings) was measured to 

    be about 88,000 and that in the sap wood about 94,000, by the light scat

     tering method. 

      The galactan in the heart wood of L. Kaempferi Sarg. with 42 year 
     rings which had been held in the descicator for about two years after it 

     was extracted, had the sedimentation velocity constants of 5.4 x 10-13



     (cm/sec.) that is the sedimentation velocity constant of the galactan with 

     the effect of the concentration excluded. (concentration of the galactan 

     solution tended to zero.) 

 (ii) The galactans in both the heart wood and the sap wood of L. Kaemferi 

     Sarg. with 19 year rings that had been seasoned for about ten years in the 

     laboratory had the sedimentation velocity contants of 3.6 x 10-13 (cm/sec.) 

     and the galactan in the heart wood had the mean molecular weight of 

    172,000, and that in the sap wood 294,000. 

      From the results of elemental analysis of the galactan in the sap wood 

    of L. Kaempferi Sarg. with 19 year rings, it can not be called an arabo

     galactan of a new type, but it is exactly the same Egalactan as the 

     galactan in the heart wood of L. Kaempferi Sarg. 

(iii) The galactan in the heart wood and that in the sap wood of L. Kaempferi 

    Sarg. with 65 year rings after cut and seasoned for about ten years in the 

     laboratory had almost the same sedimentation velocity constant of 4.0 x 10-i3 

     (cm/sec.).


